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研究成果の概要（和文）：新卒新人看護師を対象に、離職防止を目的とした「首尾一貫感覚向上プログラム」を実施す
るともに、介入群と非介入群を対象に首尾一貫感覚と看護専門職の自律性、気分状態等の推移を2年間にわたって追跡
した。また介入群に対しては、アンケートとインタビュー調査にてプログラムの有用性を評価した。結果、新卒新人看
護師の首尾一貫感覚（Sense of Coherence： SOC）、気分状態、自律性における独自で有意な変化と、相互の関連性が
掌握されるとともに、本プログラムの有用性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The first purpose of study was to clarify the changes in sense of coherence 
(SOC), professional autonomy in nursing, and emotional state scores in Japanese newly graduated nurses 
(0-2 years of work experience in clinical nursing). The second purpose was to evaluate the utility of an 
SOC improvement program to prevent attrition in such nurses. First, we conducted the SOC improvement 
program for the study group. Subsequently, we distributed questionnaires to the nurses and interviewed 
them about the program. Then, we administered self-report questionnaires to both the study group and the 
control group. The questionnaires included the Japanese version of the SOC Scale, Kikuchi and Harada’s 
Professional Autonomy in Nursing Scale, and Sakano’s Emotional State Scale. The results showed 
significant changes in the scores and relationships between the scores, suggesting the utility of the 
program.

研究分野： 精神看護学
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１．研究開始当初の背景 
新卒新人看護師（以下、新人看護師とする）

の早期離職は、彼らにとってはじめての臨床
体験が、ストレスフルで危機的なライフイベ
ントである可能性を示している。離職防止に
は、臨床体験を通じて彼らが精神の強靭性を
養い、看護職者として働くことの誇りを意図
的に獲得していくことが重要であり、そのた
めの心理的構え（対処機制）として、①いか
なる臨床現象も把握し得ると捉えられる力、
②いかなる臨床問題もほどほどに処理し得
ると捉えられる力、③いかなる臨床体験も専
門職業人である看護師にとって、また自身に
とって有意味な体験であると捉えられる力、
つまり首尾一貫感覚（Sense of Coherence：
SOC）が求められる。 
 
２．研究の目的 
そこで本研究では、新人看護師を対象とし

た SOC 向上プログラムを実施し、そのプロ
グラムの実現可能性と、有用性を検討するこ
とを第 1 の目的とした。さらに、そもそも新
人看護師の SOC は入職後、いかなる変化を
示すのか、またそれに伴って専門看護職とし
ての自律性や気分状態、職場適当等はどのよ
うに推移していくのか、加えて SOC と専門
看護職としての自律性、気分状態間にはいか
なる関連性があるのかを明らかにすること
を第 2 の目的とした。本研究で得られた知見
は、新人看護師の離職防止に向けた取り組み
や方策の創案に寄与すると考えた。 
 さらに本研究では、上記以外に以下の調査
を補完調査として実施した。①離職率の比較
的低い病院看護部を対象とした、離職や研修
システムに関するインタビュー調査（新人看
護師の離職率を低下させる方策及び、システ
ム作り等を模索することを目的とした）、②
管理職者を対象とした「SOC 向上プログラ
ム」の介入調査（新人看護師のみならず看護
管理者を対象とした同プログラムの有用性
が示唆されたことから、看護管理者を対象に
SOC 向上プログラムを実施、その効果を評価
することを目的とした）、③育児中の母親を
対象とした SOC 縦断的質問紙調査（2008～
2010 年の科研費（基盤 C）で実施した、妊娠
から出産、育児中の母親の SOC 等の縦断的
質問紙調査を継続した。出産後 2 年以降の母
親の SOC 等の推移を明らかにすることを目
的とした）、④母親・父親のペアを対象とし
た SOC 縦断的質問紙調査（「育児中の母親を
対象とした SOC 縦断的質問紙調査」の補完
調査として実施した。母親のみならず父親の
SOC 等の推移を、母親の妊娠時より追跡評価
し、父親の SOC 等の推移と、父親と母親の
それらの関連について明らかにすることを
目的とした）。 
 
３．研究の方法 
対象は、関西と九州圏の総合病院の新卒新

人看護師、計 518 名である。SOC 向上プログ

ラムを受ける介入群は 3 施設 87 名、その他
はコントロール群とした。調査方法は、上記
第 1 の目的に関しては、介入群を対象に SOC
向上プログラムを実施し、対象看護師からプ
ログラムの評価を得るために、各プログラム
実施直後にアンケート調査を、全プログラム
終了後にインタビュー調査を実施した。また
研究者を含むプログラム実施者も、毎回のプ
ログラム直後に対象看護師の反応等につい
て話し合い、プログラム効果を査定、プログ
ラムの実現可能性と有用性等を吟味した。改
善すべき事項を検討し、それを次のプログラ
ムに反映させた。なお、プログラムは 1年目
に 3回（入職後 2か月、5か月、10 か月）実
施したが、一部の施設は 2年目にも 2回実施
した（入職後 6か月と 12 か月）。 
次に、上記第 2の研究目的に関しては、介

入群とコントロール群を対象に縦断的自記
式質問紙調査を実施し、入職後の SOC、専門
職自律性、気分状態、職場適応等の推移を評
価した。使用した尺度は日本語版SOC評価票、
菊池ら（1996）による「看護専門職における
自律性尺度」、坂野ら（1994）による気分調
査票である。さらに、職場適応を評価するた
めにモラール（勤労意欲）や、現職場での仕
事継続意志等に関して独自に作成した設問
等も用意した。職場適応に関するオリジナル
な設問は、先行所見を参照して作成した。 
倫理的配慮については、対象看護部及び対

象看護師に、自由意志による協力であること
や匿名で個人は特定されないこと等を伝え、
研究協力の同意を得た。また A大倫理審査委
員会の承認を得て実施した。 
 
４．研究成果 
（1）新人看護師を対象とした SOC 向上プロ
グラムの実施 
SOC 向上プログラムの構成は、講義 30分と

グループワーク 60 分とした。講義テーマは 1
回目が「看護師の心の強さとしなやかさ」、2
回目が「SOC と健康生成論」、3回目は「キャ
リアアップと資源」、グループワークのテー
マは、1回目が「今の体験を振り返る」、2回
目が「臨床で経験したことの意味づけ」、3回
目は「困難に感じたことの検討」とした。計
3 回のプログラム終了後アンケート調査の結
果を質的帰納的に分析した結果、共通するカ
テゴリとして、「（新人同士で）話すこと・話
を聞くことがよかった」、「体験の共感・共有」、
「自分だけではないことの確認」、「皆も同じ
と知っての安心」があった。回ごとに独自な
カテゴリとしては、1 回目と 2 回目の「リフ
レッシュできた」、「同期と話せてよかった」、
「頑張ろうと思う」、3回目の「自己の成長や
頑張りの確認」「体験の意味づけができた」
「患者さんや先輩、同期に支えられている」
が見いだせた。さらに最終回終了後、全回受
講した新人看護師 5名を対象に、フォーカス
グループインタビュー調査を実施した。その
内容を質的帰納的に分析したところ、以下が



掌握された。「プログラムを通じて『自分に
は資源がある』という観方を獲得できた」、
「患者からのフィードバックを同期と共有
できることが励みになった」「対患者よりも
対スタッフや対先輩との関係で葛藤を得や
すく、それらへの対処行動につなげられると
よい」、「（プログラムの内容について）業務
上の出来事など事例を通じた講義、意見交換
があるとより望ましい」等。 
 

（2）SOC 等の縦断的自記式質問紙調査 
 介入群とコントロール群を対象とした縦
断的自記式質問紙調査の結果であるが、新卒
新人看護師の入職後の SOC 平均得点は、入職
時が最も高く入職後 4か月、8か月、12か月
と低下し、その後は横ばいであった。専門職
自律性は、認知能力と実践応力を除くいずれ
もが入職時から 18 か月かけて向上するのに
対し、認知能力と実践応力は入職後 12 か月
までは順調に上昇するものの、18 か月時点で
低下する傾向が認められた。さらに気分状態
については、そう快感を除く緊張・興奮、疲
労感、抑うつ、不安はすべて、入職後有意な
変化を示した。特徴的なのは、入職後 12 か
月時点の緊張・興奮、疲労感、抑うつが他の
いかなる時点よりも高いことであった。とは
いえ、緊張・興奮、疲労感、抑うつの 3者は
入職後 18 か月で再び低下し、安定すること
が示された。また、このように新卒新人看護
師の入職後2年間の気分状態の推移は多様で
あるが、先行所見と比較すると、新卒新人看
護師の気分状態の水準はいたって不良であ
ることが示された。 
 以上より、SOC に関連した心理教育的アプ
ローチ（講義）と、グループダイナミクスや
ピアサポートを視野に入れたグループワー
クから構成された、本「SOC 向上プログラム」
の有用性が部分的に示唆された。一方で、年
数回の介入（研修）の学びを日常業務の中で
生かせるようになるには、さらなる補完的介
入（日常臨床における指導やグループワーク
等）が必要である可能性もうかがわれた。ま
た、新卒新人看護師の SOC、専門職自律性、
気分状態の推移が掌握されたことから、これ
らの傾向を加味した、プログラムのさらなる
改善が期待できると考える。特に、新卒新人
看護師が入職後１年時点で最も情緒不安定
になることに留意したい。 
 
（3）補完調査 
本研究の補完調査の結果概要を以下に記

す。 
①離職率の比較的低い病院看護部を対象と
した、離職や研修システムに関するインタビ
ュー調査：毎年 20 名以上の新人看護師を迎
え、かつ 1年以内の新人離職率が 10％未満と
いう病院の看護部教育担当者、8 名を対象に
インタビュー調査を実施した。その結果を質
的帰納的に分析したところ、10 カテゴリが見
いだせた（「新人のみならず中堅看護師も視

野に入れた体系化した研修プログラムの有
用性」「新人看護師が育つ喜び」「新人看護師
を育てるとともに求められる先輩看護師へ
の配慮」「拡大型プリセプターシップへのシ
フト」「求められる新人看護師の多様性への
配慮」「育まれる病院への愛着と地域貢献へ
の思い入れ」「看護部と病棟で連携して新人
を育てるという姿勢」「動機づけモデルとし
ての認定（専門）看護師の存在」「ここまで
に至るに要したそれなりの年月」「大切に優
しくかかわる新人教育」）。結論として、看護
部の新人の離職問題に対する取り組みは、全
体的で首尾一貫したものであり、その背景に
はそれまでの看護部の歴史（知恵の蓄積）が
存在していることが示唆された。 
 
②管理職者を対象とした「SOC 向上プログラ
ム」の介入調査：大阪圏と九州圏 3 病院看
護部の、主任ないし師長以上の看護管理者
計 60 名を対象に、プログラムを実施した
（1 回目講義のテーマが「看護管理者の心
の強さとしなやかさ－首尾一貫感覚をめぐ
って－」、2 回目が「看護管理者にとって、
看護師の自立とは？－首尾一貫感覚の観点
から－」、グループワークのテーマは 1 回
目が「今の体験を振り返り意味づける、資
源を探す」、2 回目が「看護管理者にとっ
て『看護師の自立』『自立した看護師』と
は？『自立した看護管理者』の条件は？あ
なたが『自立した看護管理者』になるため
にどのような内的外的資源があるか？」）。 
以上のプログラムの有用性を観察法やアン
ケート調査等で評価したところ、有用性は
高いことが示唆された。生涯教育を要する
専門職の看護管理者にとって、SOC を指標
として意図的に体験を振り返り、意味づけ
し（体系化し）、共有する（般化する）と
いう仕組みは、管理者の首尾一貫性の向上
に資するものと考えられた。 
 
③育児中の母親を対象としたSOC縦断的質問
紙調査：妊娠中から出産時、出産後 1年まで
一貫して高かった母親の SOCは、出産後 2年、
3年、4年、5年と経過しても、依然として高
い状態が維持されていた。また SOC は、いつ
の時点でも気分状態やQOL等と関連していた。
妊娠・出産・育児における母親の一貫した本
特性は、母性や母親役割とも重複することが
推察された。 
 
④母親・父親のペアを対象とした SOC 縦断的
質問紙調査：113 組の父親と母親を対象に妊
娠期から出産後1年までの縦断的質問紙調査
を実施、ペアの SOC 等の推移を掌握した。結
果、母親のみならず父親の SOC も、妊娠時よ
り一貫して一般人口のそれよりも高い傾向
にあること、かつペアの SOC 得点間に有意な
正な相関があることが示された。妊娠中から
出産後、育児中の両親の SOC が高水準でかつ
連動している可能性が示唆された。 
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